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校長室便り 平成２６年 １０月６日（月）№２２

愛ワゴン 石垣市立富野小中学校 宜野座 愛子

第 3回八重山地区小・中学校校長研修会より
◇入嵩西指導班長 開会の言葉の中から 1 日目

正しい慣用句を使っていますか？

やぶさかではない→努力を惜しまない、喜んでする、協力する

まんじりともせず→ 一睡もしない（じっとして動かないではない）

◇黒島所長のあいさつ

・季節の移ろいを愛でるゆとりを持とう（秋来ぬと目にはさやかに見えねども風

の音にぞおどろかれぬる）

・管理職選考試験結果、教員選考について

・学力問題２５年間論議され続けて来た ｢たかが点数 されど点数｣

・リーダー論 評価 等々

◇第三次沖縄県子どもの読書活動推進計画について～五感に響かせるＥ・Ｅ・Ｔプラン～

◇特別支援教育先進都県視察報告 ・・・・新川小 校長 漢那憲吉

・通常学級における特別支援教育のあり方・・・・別冊配布します

特別支援教育って、どんな教育？

｢うまくいかない｣ことがある子どもの｢価値｣を高める教育です。

｢かわいそうな子｣｢できない子｣｢ダメな子｣のための教育ではありません。

その子どもたちを輝かせるための制度の一つです。

そして、子育てにも役立てられるお話です。

◇環境教育賞受賞の取り組みと発表 八重山農林高校 環境工学部

すばらしい取り組みを堂々と発表している生徒に感動しました。

・県立八重山農林高等学校の学校説明も行われました。

八重山地区校長会 ２日目

○吉濱会長あいさつ ・学校行事・その他物事を決めるときは、子ども目線で考える

恩師より・・指導に当たってのモットー 児童・生徒を怒らない。一人一人への

対応、コミュニケーションを密に、一人一人を見極める。

○教育講演｢当たりまえの幸せ｣ ・・・臨済宗妙心桃林寺住職 小林 昌道 氏

★自分の望む仕事ができること ★みんなのために何かができること ★愛する人

と結ばれること ★人間らしく暮らせること ★こうしたい願いがかなえられる

こと ★こうしたい願いが邪魔されないこと ★しあわせを心に感じられること

・《あたりまえのしあわせ》は、たくさんあって人それぞれでしよう。

あなたにとっての《あたりまえのしあわせ》はなんですか？

◎あなたの心は何色ですか？谷川俊太郎 世界はみんなの心で染まる。


